
９:30

城東区マスコットキャラクター
コスモちゃん

プ ロ グ ラ ム

11:40

第5回

城東区中学生サミット
～いじめについて考える～

開会

事例研究発表

日程 令和8年1月17日（土）

12:30 閉会

城東区役所会議室場所

９:40 中学校生徒会代表生徒による
グループディスカッション
・各校での取組み等に関する意見交換
・事例研究
◆参加校：放出中学校、蒲生中学校、城陽中学校、

菫中学校、城東中学校、鯰江中学校

資料８



中学生サミット検討事例 

 

【登場人物】 

Aさん：明るくはっきりと言うタイプ。グループではリーダー的存在。 

Bさん：Aさんとは幼稚園からの幼馴染。お調子者でムードメーカー。 

Cさん：衝突を避けるために場の空気を読む行動をとりやすいタイプ。 

Dさん：穏やかで優しい性格。 

 

 

A さん、B さん、C さん、D さんは同じクラスで、休み時間や移動教室ではい

つも一緒の仲良し。 

① ある昼休み、A さんは、B さんがカバンにつけて来た「おぱんちゅうさぎ」

のキーホルダーを見て、「え、待って。Bの口って、おぱんちゅうさぎの口に

そっくりじゃない⁈」と言いました。それを聞いた Cさんは、Bさんの口元

とキーホルダーを見比べて、「ほんまや！ギャハハハ！おぱんちゅやん！」と

笑いました。Bさんも、「いやちゃうし！」と言いながらも大笑い。自分でお

ぱんちゅうさぎの顔真似をするなどして３人を笑わせ、みんなでにぎやかに

過ごしました。 

② それから、B さんは、A さんと Cさんから、「おぱんちゅ」と呼ばれるよう

になりました。Dさんは、その呼び方をニコニコと笑って聞いていましたが、

いつも通り「Bちゃん」と呼んでいました。 

③ そのうち、なぜ Bさんが「おぱんちゅ」と呼ばれているのか事情を知らない

クラスのみんなも、Bさんのことを「おぱんちゅ」「ぱんちゅ」と呼ぶように

なりました。いつの間にか、Bさんのカバンからは、キーホルダーが外され

ていました。 

 

（検討） 

ア  B さんの性格や状況を踏まえ、①～③の各場面で、B さんはどのような

気持ちか、想像してみましょう。 

 

①                                  

 

②                                  

 

③                                  

 



イ 以下のキーワードを使って、「いじり」と「いじめ」の違いについて考えて

みましょう。なお、キーワードはいくつ使ってもかまいません。 

 

 性格  回数  関係  人数  雰囲気  気持ち  立場  表情   

 

                                                        

                                     

                                     

 

 



第５回いじめ・不登校サミット参加者アンケート結果

（１）グループ討議では、みんなが意見を出し
合い、活発に話し合うことができたと思います
か？ ｎ＝23

ア 大いにそう思う 19

イ ある程度そう思う 3

ウ あまりそう思わない 1

エ 全くそう思わない -

（２）事例研究で考えたことや他校の生徒会の
取り組みについて、今後の自分たちの取組みに
活かせると思いますか？ ｎ＝23

ア 大いにそう思う 16

イ ある程度そう思う 6

ウ あまりそう思わない -

エ 全くそう思わない 1

（３）いじめを無くす（減らす）ためにサミッ
トの開催が有効だと思いますか？ ｎ＝23

ア 大いにそう思う 8

イ ある程度そう思う 14

ウ あまりそう思わない -

エ 全くそう思わない 1

（４）サミットの開催方法や開催内容について、ご意見があれば教えてください。
（こんな点が良かった（やりにくかった）、もっとこんな内容にしてほしいなど）

※全て回答原文ママ

＜良かったこと＞
・今の中学生は誰かに見られたりすると、嫌な感情が出たりしやすい年でもあるから先生達を別室に
行って、中学生達だけで話すというシステムが良かったなと思いました。そのおかげでぼくも話しやす
かったです。
・自分たちで話をすすめていくっていうのがコミュニケーションがとれるからいいなって思いました。
・みんなと話し合って事例について考えるのがとても楽しかった。
・他校の生徒と意見こうかんができてとても楽しかったです。
・みんなでいじめのじれい以外にもふだんの学校生活のちがいとかもはなせてたのしかったです。
・弁護士の先生方と話せるのはとても良い経験になりました。
・同じ学校の人が班にいなかったので積極的に話せた。
・スクールロイヤーに普段疑問だったことを聞けてよかった。

＜こんな点があればよい＞
・紙に意見をまとめる時に役割りを分担しづらかった。
・自分の考えをまとめる時間がやや長かったように感じました。






